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【研究目的】
海洋中に漂うマイクロプラスチック（MPs）は、付着した残留性有機汚染物質（POPs）に
よる人体への影響が将来的に懸念されており、地球規模の社会的課題となっている。本研究
では、MPsの除去装置の開発を目的としてる。

【研究内容】

ローレンツ力𝐹(N)が媒質に誘起され、その時の媒質には𝑱 ×𝑩 の力が作用する（図1(a)）。
そして、媒質中（導電体）に絶縁球（体積V）が存在する場合、その絶縁球にはローレンツ
力Fの反力（電磁アルキメデス力）が作用することになる（図1(b)）。この作用力は，
Leenovらにより、以下の式で表される。𝑭= − 3 / 4V(𝑱×𝑩)
我々は装置の概念設計を初年度完了し、令和5年度に超伝送磁石を磁場発生源とした装置開
発を計算と実験から実施した。

【期待される研究成果や今後の展望】
磁場発生源として、磁場強度を調整可能な超電導磁石を想定し、実験と計算を通じて分離に
必要なパラメータを取得してきた。しかし、ガス発生の低減策として、最終年度に対向型永
久磁石の均一磁場を用いて装置を完成させた。装置の大型化により、電極間距離を拡大しな
がら電流密度を確保し、電流値を下げることで海水の対流抑制と発生ガスの低減が可能とな
る見込みがある。今後は、超電導磁石と永久磁石の両方を活用する計画を策定し、装置の大
型化に向けた外部資金の申請を進める。

本研究では海洋中のマイクロプラスチック分
離・除去する手法として、ローレンツ力を用
いた手法を適用する。海水に磁場を印加する
とともに電流を流すことによりマイクロプラ
スチックの分離・除去する手法である。
媒質（海水）に電流【電流密度 𝐽 (𝐴/𝑚2)】

が流れ、電流と磁場B(T)が垂直に作用する時、

その問題点を抽出し、令和6年度
には、磁場発生源を対向型永久磁
石回路に変更し、その広い均一磁
場下（0.7Ｔ）に電極間距離を大
きく取り、分離に必要な磁場空間
および電場（電流密度）の最適化、
それにより改善される海水の電気
分解によるガス発生などの外連因
子の低減化に成功し、安定に連続
処理可能な海洋マイクロプラス
チックの除去装置（図２）を開発
する目的を達成しました。


